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宮
崎
県
地
方
史
研
究
の
充
実
を
目
指
し
て 

宮
崎
県
地
方
史
研
究
連
絡
協
議
会 

会
長 

甲
斐
典
明 

令
和
七
年
度
の
宮
崎
県
地
方
史
研
究
協
議
会

は
、
会
員
会
の
充
実
し
た
活
動
を
う
け
、
五
月

二
十
三
日
（
金
）
第
一
回
理
事
会
、
七
月
十
六

日
（
水
）
第
二
回
理
事
会
・
総
会
・
研
修
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

理
事
会
・
総
会
で
は
、
令
和
六
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、
令
和
六
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案

の
ほ
か
今
後
の
会
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
審
議

・
協
議
し
、
八
年
度
に
結
論
を
見
い
だ
す
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、
「
社
会
的
課
題
と
文
化
財
保

存
災
害
や
人
口
減
少
に
我
々
の
分
野
は
ど
う
向

き
合
う
か
」
と
題
し
て
、
九
州
医
療
科
学
大
学

の
山
内
利
秋
准
教
授
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
人
口
減
少
や
経
済
の
衰
退
な
ど
縮
退
化
の

進
展
す
る
多
様
な
課
題
を
か
か
え
る
日
本
社
会

の
中
に
「
文
化
財
を
守
る
事
」
を
ど
う
位
置
付

け
る
か
と
い
う
お
話
で
し
た
。
近
代
以
降
の
文

化
財
保
護
制
度
の
変
遷
、
資
料
レ
ス
キ
ュ
ー
と

地
域
研
究
団
体
の
役
割
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
化
の
促
進
、
南
海
ト
ラ
フ
震
災
等
に
備
え
た

文
化
財
防
災
減
災
体
制
づ
く
り
や
マ
ン
パ
ワ
ー

不
足
を
補
う
関
係
人
口
づ
く
り
な
ど
、
新
た
な

知
見
と
私
た
ち
宮
史
連
の
果
た
す
べ
き
役
割
に

つ
い
て
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

七
年
度
は
宮
史
連
と
し
て
の
秋
季
研
究
大
会

は
開
催
を
見
送
り
ま
し
た
が
、
十
二
月
七
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
延
岡
史
談
会
の
「
の
べ

お
か
さ
る
き
ブ
ラ
ア
ガ
タ
」
に
一
般
参
加
し
ま

し
た
。
午
前
中
は
「
高
橋
元
種
と
そ
の
時
代
」

と
題
す
る
福
岡
市
博
物
館
総
館
長
中
野
等
氏
の

講
演
会
を
野
口
遵
記
念
館
ホ
ー
ル
で
拝
聴
。
戦

国
時
代
末
期
の
九
州
、
日
向
国
の
動
向
と
九
州

一
統
を
進
め
る
豊
臣
秀
吉
政
権
の
関
係
か
ら
九

州
国
割
り
で
延
岡
（
当
時
は
縣
あ
が
た
）
に
配

置
さ
れ
る
高
橋
元
種
の
動
向
を
俯
瞰
的
に
分
析

す
る
講
演
会
で
し
た
。
高
橋
元
種
の
改
易
原
因

が
宇
喜
多
潰
し
の
一
環
で
あ
る
と
い
う
視
角
は

と
て
も
新
鮮
で
し
た
。 

野
口
遵
記
念
館
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
の
お
弁

当
昼
食
の
後
、
午
後
か
ら
は
延
岡
史
談
会
の
案

内
で
延
岡
城
址
と
周
辺
の
上
級
家
臣
団
屋
敷
地

、
城
下
町
の
一
部
を
歴
史
探
訪
。
宮
崎
県
唯
一

の
織
豊
系
近
世
城
郭
と
城
下
町
を
い
ろ
い
ろ
な

観
点
か
ら
巡
見
、
堪
能
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、
ロ
シ
ア
の

侵
略
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
六
月
十
一
日

に
第
一
次
世
界
大
戦
の
総
日
数
千
五
百
六
十
八

日
間
を
超
え
て
四
年
を
経
て
も
な
お
終
結
の
気

配
を
見
せ
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
争
は
ア
メ
リ

カ
に
よ
る
イ
ラ
ン
戦
争
へ
と
拡
大
し
て
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
封
鎖
か
ら
世
界
経
済
に
大
混
乱
を
も
た

ら
し
て
お
り
、
今
世
紀
半
ば
ま
で
に
世
界
覇
権

を
目
指
す
権
威
主
義
国
家
中
国
の
台
頭
な
ど
、

世
界
は
ま
る
で
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初

頭
の
大
戦
前
夜
の
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

た
だ
今
の
と
こ
ろ
幸
い
な
の
は
、
情
報
通
信

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
イ
ン
フ
ラ
が
当
時
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
決
定
的
に
進
歩
し
た
お
陰
で

、
当
時
は
数
日
〜
数
週
間
を
要
し
た
情
報
ニ
ュ

ー
ス
の
伝
播
速
度
が
現
在
は
秒
単
位
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
状
況
を
把
握
で
き
て
い
る
こ
と
で
す

。
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や
デ

ィ
ー
プ
フ
ェ
イ
ク
を
用
い
た
国
際
世
論
操
作
（

認
知
戦
）
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
い
う
民
主
主 

義
と
安
全
保
障
を
揺
る
が
す
深
刻
な
危
険
性
は

あ
る
も
の
の
、
百
三
十
年
前
の
帝
国
主
義
間
競

争
と
は
異
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
多
国
間
主
義

、
そ
し
て
多
極
化
が
基
本
の
現
在
と
で
は
フ
ェ

イ
ズ
が
異
な
り
ま
す
。 

一
方
で
私
た
ち
の
日
常
に
目
を
向
け
る
と
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
定
年
年
齢
の
引
き

上
げ
な
ど
に
起
因
す
る
諸
課
題
に
と
ど
め
を
刺

し
た
コ
ロ
ナ
禍
災
厄
を
契
機
に
、
担
い
手
不
足

に
よ
る
地
域
文
化
活
動
や
祭
礼
・
伝
統
行
事
の

停
滞
消
滅
な
ど
が
全
国
で
一
気
に
加
速
し
ま
し

た
。 こ

の
縮
退
化
風
潮
の
中
に
あ
っ
て
、
宮
崎
県

内
の
史
談
会
で
も
会
員
数
の
減
少
や
高
齢
化
で

活
動
に
困
難
を
き
た
す
な
ど
の
深
刻
な
状
況
が

生
じ
て
い
ま
す
。 

令
和
八
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
と
各

史
談
会
お
よ
び
宮
史
連
の
今
後
の
持
続
的
な
活

動
の
維
持
確
保
を
担
保
す
る
た
め
、
組
織
や
事

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
善
の
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。 

宮
史
連
各
団
体
個
々
の
活
動
の
充
実
こ
そ
が

宮
史
連
全
体
の
充
実
発
展
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
確
信
し
、
宮
史
連
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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研
修
会
（
論
旨
） 

「
社
会
的
課
題
と
文
化
財
保
存
」―

災
害
や
人

口
減
少
に
我
々
の
分
野
は
ど
う
向
き
合
う
か―

 

九
州
医
療
科
学
大
学 

准
教
授 

山
内 

利
秋 

 
 
 
 
 

一 

優
品
主
義
か
ら
「
総
体
主
義
」
へ―

文
化

財
領
域
の
拡
大
と
民
間
団
体―

 

文
化
財
保
護
に
関
わ
る
諸
政
策
が
登
場
し
た

明
治
期
以
降
、文
化
財
を
ま
も
る
活
動
は
近
代
・

現
代
に
お
い
て
様
々
な
危
機
の
上
に
成
り
立
ち
、

直
面
し
な
が
ら
制
度
を
充
実
・
改
変
し
て
乗
り

越
え
、
文
化
財
そ
の
も
の
の
領
域
を
拡
大
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
一
八
七
一
年
の
太
政
官

布
告
「
古
器
旧
物
保
存
方
」
は
、
廃
仏
毀
釈
に

よ
る
危
機
に
あ
っ
た
社
寺
宝
物
等
を
保
護
す
る

目
的
で
つ
く
ら
れ
た
最
初
の
文
化
財
保
存
に
関

わ
る
制
度
で
あ
る
。
以
降
各
地
の
社
寺
宝
物
の

悉
皆
調
査
が
進
展
し
た
が
、
寺
院
や
神
社
が
困

窮
化
し
宝
物
や
古
建
築
の
維
持
保
存
が
困
難
な

問
題
が
確
認
さ
れ
た
。
一
八
九
七
年
に
古
社
寺

保
存
法
が
公
布
さ
れ
、
宝
物
類
の
売
却
や
海
外

流
出
を
防
ぎ
、
保
存
修
復
を
補
助
す
る
財
政
支

援
が
可
能
と
な
っ
た
。
明
治
期
後
半
か
ら
国
土

開
発
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
行
わ
れ
、
受

け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
文
化
・
自
然
景
観
が
改

変
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
一
九
一
九

年
に
は
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
が
制
定

さ
れ
た
。 

一
九
四
五
年
十
一
月
、
占
領
軍
司
令
部

(GHQ/SCAP)

の
民
間
情
報
教
育
局(CIE)

か
ら

被
災
文
化
財
調
査
の
指
示
が
あ
っ
た
。
文
部
省

か
ら
府
県
さ
ら
に
町
村
へ
通
知
さ
れ
た
が
、
国

宝
や
重
要
美
術
品
、
史
跡
等
に
指
定
さ
れ
て
い

な
い
対
象
も
含
め
た
悉
皆
調
査
が
こ
の
際
行
わ

れ
て
い
る
。
調
査
に
は
学
校
教
員
や
郷
土
史
研

究
者
等
の
参
加
も
促
さ
れ
、
戦
後
の
地
方
文
化

財
保
護
行
政
に
地
域
史
研
究
者
が
協
力
し
た
歴

史
を
う
か
が
え
る
。
文
化
財
と
い
う
概
念
は
限

定
さ
れ
た
対
象
を
「
国
宝
」「
重
要
美
術
品
」
と

し
た
時
代
か
ら
、
一
九
五
〇
年
の
文
化
財
保
護

法
制
定
を
経
て
国
や
自
治
体
の
指
定
・
登
録
、

未
指
定
も
含
め
す
べ
て
を
「
文
化
財
」
と
し
て

認
識
す
る
今
日
に
至
る
ま
で
、
裾
野
を
拡
大
さ

せ
て
い
る
。 

 二 

文
化
財
の
悉
皆
調
査
と
地
域
歴
史
研
究
団

体 

(

一)

資
料
レ
ス
キ
ュ
ー
に
つ
い
て 

一
九
九
〇
年
代
以
降
、諸
分
野
に
わ
た
る「
資

料
」
に
対
し
災
害
等
危
機
的
状
況
か
ら
緊
急
の

避
難
対
応
が
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
九
九
五

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
は
じ
め
て

実
施
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
以

降
、
大
規
模
災
害
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
に
文
化
財
防
災
セ
ン
タ
ー
が
設
立

(

国
立
文
化
財
機
構
内)

さ
れ
た
。
災
害
時
に
広

域
自
治
体
が
主
と
し
て
連
携
を
調
整
す
る
等
従

来
の
知
見
を
踏
ま
え
、
国
・
自
治
体
・
諸
団
体

の
災
害
時
に
お
け
る
対
応
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
化

し
た
。
国
に
よ
る
災
害
時
の
レ
ス
キ
ュ
ー
で
毎

回
課
題
と
な
る
の
が
「
国
民
の
私
有
財
産
」
へ

の
関
与
で
、
未
指
定
文
化
財
へ
の
レ
ス
キ
ュ
ー

が
遅
れ
が
ち
に
な
り
や
す
い
。
資
料
ネ
ッ
ト
等

の
「
民
間
団
体
」
は
初
動
的
な
活
動
・
情
報
収

集
に
機
動
的
な
活
動
を
目
指
し
、
関
与
が
難
し

い
民
間
所
在
資
料
の
資
料
保
全
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
る
。
近
年
の
二
〇
二
四
年
の
能
登
半
島

地
震
に
至
る
ま
で
、
資
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動

時
に
お
い
て
民
間
所
在
資
料
は
「
ど
こ
に
何
が

あ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
問
題
が
生
じ
て

い
る
。
特
に
個
人
所
有
の
未
指
定
文
化
財
は
所

在
が
不
明
な
場
合
も
多
く
、
そ
も
そ
も
「
未
発

見
」
の
資
料
す
ら
あ
る
。 

 (

二)

悉
皆
調
査
と
情
報
共
有 

四
七
都
道
府
県
で『
文
化
財
保
存
活
用
大
綱
』

(

宮
崎
県
は
二
〇
二
二
年
三
月)

が
出
そ
ろ
っ
た
。

多
種
多
様
な
文
化
財
の
把
握
の
た
め
地
域
社
会

に
潜
在
す
る
資
料
の
悉
皆
調
査
が
必
須
と
さ
れ

て
い
る(

裏
の
目
的
と
し
て
災
害
時
の
レ
ス
キ

ュ
ー
効
率
化)

。「
団
塊
の
世
代
」
が
後
期
高
齢

化
し
た
二
〇
二
五
年
、
様
々
な
面
で
の
維
持
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
相
続
問
題

は
特
に
大
き
い
が
、
歴
史
的
建
物
の
維
持
、
空

き
家
の
増
加
、
税
収
の
減
少
に
よ
る
公
的
施
設

の
維
持
等
解
決
が
難
し
い
局
面
が
生
じ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
災
害
時
で
は
な
い
「
平
時
」
の
資
料

保
全
の
重
要
性
が
こ
こ
に
あ
る
。
民
間
所
在
資

料
に
つ
い
て
「
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
？
」
は
私

有
財
産
で
も
あ
り
、
自
治
体
の
対
応
は
及
び
腰

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い(

情
報
提
供
の
問
題)

。

空
き
家
等
の
情
報
は
固
定
資
産
税
納
付
状
況
か

ら
判
断
さ
れ
、
行
政
内
で
も
情
報
の
運
用
は
限

定
的
で
、
教
委
で
は
取
り
扱
い
で
き
な
い
。
近

年
は
盗
難
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
指
定
文
化
財
で

も
民
間
所
在
の
場
合
は
位
置
情
報
を
提
供
し
な

い
傾
向
も
あ
る
。
一
方
、
民
間
所
在
資
料
の
所

在
情
報
は
災
害
時
の
資
料
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
で

は
不
可
欠
で
あ
る
。
災
害
時
・
非
災
害
時
を
含

め
、
地
域
研
究
団
体
と
自
治
体
で
の
情
報
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。 

 三 

災
害
に
備
え
て 

(

一)

地
域
防
災
計
画
、
災
害
時
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト 

国
内
全
て
の
自
治
体
で
『
地
域
防
災
計
画
』

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
災
害
時

の
文
化
財
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
検
討
・
マ
ニ

ュ
ア
ル
化
し
て
い
る
県
も
あ
る(

宮
崎
県
は
ま

だ)

。
小
規
模
自
治
体
で
は
博
物
館
・
文
化
財
保

護
分
野
で
は
体
制
づ
く
り
が
限
定
的
な
所
も
あ

り
、
大
き
な
災
害
を
経
験
し
た
所
も
防
減
災
ノ

ウ
ハ
ウ
が
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
災
害
に
備
え

た
運
営
計
画
を
継
続
的
に
構
築
・
検
討
し
て
い

く
べ
き
必
要
性
は
不
可
欠
で
、
地
域
研
究
団
体

は
自
治
体
に
対
し
て
災
害
を
踏
ま
え
た
文
化
財

防
減
災
の
体
制
づ
く
り
を
訴
え
て
い
く
必
要
性

は
極
め
て
高
い
。
特
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
広

域
災
害
で
は
外
部
支
援
が
遅
れ
る
と
予
想
さ
れ

る
。
市
町
村
ク
ラ
ス
で
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
は

明
ら
か
で
、
さ
ら
に
世
代
交
代
も
含
め
た
職
員

の
異
動
、
自
治
体
外
を
も
含
め
た
組
織
間
連
携

を
様
々
な
条
件
下
で
行
え
る
か
、
よ
り
具
体
的

に
は
資
料
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
を
持
続
的
に
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
き
る
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。 

 

(

二)

市
民
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ 

東
日
本
大
震
災
以
降
民
間
で
の
写
真
救
済
が

盛
ん
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
心
の
課
題
」
へ

の
関
与
に
他
な
ら
な
い
。
被
災
者
自
ら
が
写
真

の
救
済
に
何
ら
か
の
場
面
で
参
加
す
る
事
が
重

要
で
、
技
術
を
持
つ
専
門
家
は
そ
の
手
助
け
を

行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
歴
史
資

料
救
済
全
般
に
言
え
る
事
で
も
あ
る
。 

二
〇
二
〇
年
の
博
物
館
法
改
正
に
お
い
て
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ(DA)

化
が
博
物
館
の
機
能

と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。DA

は
長
期
間
安
定
的

に
維
持
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
だ
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が
、
シ
ン
プ
ル
で
長
持
ち
な
標
準
シ
ス
テ
ム
を

目
指
し
て
い
く
事
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
だ
ま
だ

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
地
方
自
治
体
へ
の
研
修
機

会
の
確
保
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
宮
崎
県
内

で
は
民
間
で
地
域
の
記
憶
をDA

で
保
存
・
活
用

し
て
い
く
活
動
が
低
調
で
、
こ
の
事
も
課
題
で

あ
る
。
そ
し
て
民
間
団
体
に
よ
る
資
料
保
全
も

結
局
の
所
は
収
蔵
庫
の
維
持
管
理
困
難
な
問
題

に
た
ど
り
着
く
。
現
状
で
妥
当
な
の
は
広
域
行

政
に
お
け
る
収
蔵
施
設
の
設
置
推
進
か
と
考
え

て
い
る
。 

  

令
和
七
年
度
の
活
動 

 

○
令
和
七
年
五
月
二
十
四
日
（
金
） 

【
理
事
会
】（
県
立
図
書
館
研
修
室
） 

例
年
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
と
県
立
図
書
館
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
令

和
六
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
続
い
て
令
和
七
年
度
事
業
計
画
・
予
算

案
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
役
員
改
選
の
年
度
で
す
の
で
、
新
役

員
に
つ
い
て
の
提
案
と
協
議
が
行
わ
れ
、
秋
季

大
会
に
つ
い
て
も
協
議
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
情
報
交
換
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

○
令
和
七
年
七
月
二
十
三
日
（
水
） 

【
地
区
別
協
議
会
・
理
事
会
・
総
会
】 

（
県
立
図
書
館
研
修
室
・
研
修
ホ
ー
ル
） 

最
初
に
、
地
区
別
協
議
会
・
理
事
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
理
事
会
で
は
、
新
役
員
・
理
事
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
、
事
務
局
案
に
基
づ
い
て
総

会
に
諮
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
会
長
あ
い
さ
つ
、
県
立
図
書
館

長
あ
い
さ
つ
、
各
史
談
会
や
事
務
局
員
の
紹
介

が
あ
り
、
そ
の
上
で
議
長
を
選
出
し
、
令
和
六

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
令
和
六
年
度

会
計
監
査
報
告
、
令
和
七
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
案
お
よ
び
新
役
員
等
が
提
案
さ
れ
、
理
事

会
案
に
基
づ
き
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
次
年
度
の
秋
季
研
究
発
表
大
会
は
、

県
西
で
通
常
通
り
開
催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
後
の
同
大
会
の
あ
り
方
や
、
史

談
会
数
の
減
少
に
伴
っ
た
地
区
割
り
の
見
直
し

等
の
意
見
が
出
て
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
り

ま
し
た
。 

な
お
、
各
地
区
の
団
体
が
日
頃
行
っ
て
い
る

活
動
等
に
つ
い
て
は
一
通
り
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
が
、
詳
細
は
別
紙
資
料
を
見
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

【
研
修
会
】
（
視
聴
覚
室
） 

総
会
終
了
後
に
、
九
州
医
療
科
学
大
学
の
准

教
授
・
山
内
利
明
氏
（
博
物
館
学
）
に
よ
る

「
社
会
的
課
題
と
文
化
財
保
存―
災
害
や
人
口

減
少
に
我
々
の
分
野
は
ど
う
向
き
合
う
か
ー
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

【
令
和
八
年
度
役
員
】（
改
選
後
） 

会 

長
：
甲
斐 

典
明
（
延
岡
史
談
会
）  

副
会
長
：
石
川 

正
樹
（
高
鍋
史
友
会
） 

：
窪
薗 

辰
也
（
小
林
史
談
会
） 

：
深
江 

弘
（
串
間
史
談
会
） 

監 

事
：
原
口 

勝
（
佐
土
原
郷
土
史
会
） 

：
長
津 

宗
重
（
宮
崎
考
古
学
会
） 

地
区
理
事

：
柏
田 

公
和
（
日
向
市
史
談
会
） 

 
 
 

：
久
保
富
士
子
（
木
城
史
友
会
） 

：
稲
泉 

元
司
（
え
び
の
市
史
談
会
） 

：
山
下 

真
一
（
南
九
州
文
化
研
究
会
） 

：
佐
藤 

正
信
（
個
人
会
員
） 

：
有
馬 

晋
作
（
個
人
会
員
） 

顧 

問
：
橋
本 

孝
則
（
前
会
長
） 

〔
役
員
任
期
は
令
和
九
年
七
月
総
会
ま
で
〕 

      

「
延
岡
歴
史
探
訪
の
べ
お
か
ブ
ラ

ア
ガ
タ
～
延
岡
の
始
ま
り
と
今
物

語
～
」
へ
の
参
加
体
験
記 

 

令
和
七
年
十
二
月
七
日
（
日
）、
快
晴
の
な
か

延
岡
史
談
会
主
催
の
「
延
岡
歴
史
探
訪
の
べ
お

か
ブ
ラ
ア
ガ
タ
～
延
岡
の
始
ま
り
と
今
物
語
第

三
弾
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
、
宮
史
連
加
盟
の

各
団
体
・
個
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の

こ
と
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ま
ず
午
前
中
は
、
新
装
な
っ
た
野
口
遵
記
念

館
の
大
ホ
ー
ル
に
て
、福
岡
市
博
物
館
総
館
長
・

中
野
等
氏
に
よ
る
「
高
橋
元
種
と
そ
の
時
代
」

と
題
し
た
公
開
講
演
会
（
基
調
講
演
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

同
氏
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
九
州
平
定
後
の

九
州
経
営
と
延
岡
を
中
心
と
す
る
北
日
向
の
地

政
学
的
重
要
性
に
つ
い
て
、
宮
崎
県
か
ら
の
ロ

ー
カ
ル
な
視
点
で
は
な
く
、
全
国
統
一
を
成
し

遂
げ
た
豊
臣
中
央
政
権
か
ら
の
視
点
が
重
要
と

の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
さ
ら

に
城
下
町
〝
延
岡
〟
を
創
建
し
た
初
代
延
岡
藩

主
の
高
橋
元
種
の
人
物
像
と
、
東
九
州
の
南
限

で
あ
り
日
向
国
唯
一
の
織
豊
系
近
世
城
郭
で
あ

る
延
岡
城
が
築
か
れ
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て 

 

基調講演が開催された野口遵記念館の大ホール 

 

)  

) 

 

延岡城・西の丸跡で解説を聞く参加者たち 

様子 

)  

) 
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お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
か
ら
は
、
参
加
者
が

一
〇
名
前
後
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
延
岡
史

談
会
員
と
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
延
岡
城
下

町
や
城
趾
を
、
ま
さ
に
〝
ブ
ラ
ブ
ラ
〟
し
な
が

ら
解
説
し
て
く
れ
る
巡
検
に
出
発
し
ま
し
た
。

文
献
で
得
ら
れ
た
情
報
だ
け
で
な
く
、
石
垣
の

積
み
方
や
市
庁
舎
建
て
替
え
時
に
発
掘
し
た
堀

跡
な
ど
最
新
の
考
古
学
的
な
知
見
を
も
と
に
し

た
説
明
も
非
常
に
興
味
深
く
、
改
め
て
延
岡
の

歴
史
と
今
を
追
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。 

延
岡
史
談
会
の
方
々
に
は
、
国
の
文
化
事
業

と
し
て
補
助
を
受
け
た
文
化
庁
と
の
細
か
い
折

衝
を
は
じ
め
、
事
前
の
巡
検
下
見
や
資
料
の
準

備
、
当
日
の
講
演
会
開
催
や
巡
検
で
の
説
明
等

事
業
完
了
ま
で
の
三
年
間
を
地
道
に
尽
力
さ
れ
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
お
陰
で
、
参
加
者

は
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

     

 

 

令 

和 

八 

年 

度 

秋
季
県
西
大
会
の
お
知
ら
せ 

令
和
八
年
度
の
秋
季
大
会
は
、県
西
地
区（
都

城
史
談
会
）
の
担
当
で
す
。
期
日
と
会
場
は
未

定
で
す
。
決
ま
り
ま
し
た
ら
会
員
の
皆
様
の
出

席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

会
誌
紹
介 

（
令
和
七
年
宮
史
連
加
盟
団
体
刊
行
分
） 

◇
縣
（
あ
が
た
） 

 

延
岡
史
談
会 

 
 

第
三
四
号 

令
和
七
年
五
月 

◇
史
友
會
報 

 

高
鍋
史
友
会 

 
 

第
六
〇
号 
令
和
七
年
三
月
刊
行 

◇
え
び
の 
 

え
び
の
市
史
談
会 

 
 

第
五
九
号 

令
和
七
年
五
月
刊
行 

◇
ひ
な
も
り 

 

小
林
史
談
会 

第
六
五
号 

令
和
七
年
四
月
刊
行 

◇
も
ろ
か
た 

 

都
城
史
談
会 

 
 

第
五
九
号 

令
和
七
年
十
二
月
刊
行 

◇
南
九
州
文
化 

 

南
九
州
文
化
研
究
会 

 
 

第
一
四
一
号 

令
和
七
年
五
月
刊
行 

 
 

第
一
四
二
号 

令
和
七
年
十
二
月
刊
行 

◇
く
し
ま
史
談
会
報 

串
間
史
談
会 

 
 

第
三
七
号 

令
和
七
年
二
月
刊
行 

◇
宮
崎
県
総
合
博
物
館
研
究
紀
要 

 
 
 
 

宮
崎
県
総
合
博
物
館 

 
 

第
四
五
輯 

令
和
七
年
三
月 

◇
宮
崎
県
総
合
博
物
館
年
報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
崎
県
総
合
博
物
館 

 

 
 

No
五
四 

 

令
和
七
年
四
月 

 

◇
宮
崎
県
立
西
都
原
考
古
博
物
館
研
究
紀
要 

 
 

第
二
一
号 

令
和
七
年
三
月 

 

◇
宮
崎
県
立
西
都
原
考
古
博
物
館
年
報 

 
 

二
〇
二
四
年
度 

令
和
七
年
九
月 

  

県
立
図
書
館
よ
り
の
ご
案
内 

【
展
示
会
】 

○
企
画
展
「
ふ
る
さ
と
宮
崎
を
知
る
！―

宮
崎

県
立
図
書
館
収
集
の
郷
土
資
料―

」 

九
月
一
九
日
（
土
）
～
一
〇
月
一
八
日
（
日
） 

 

〇
特
別
展
「
日
向
俳
壇
と
杉
田
文
庫
」 

 
 

十
一
月
七
日
（
土
）
～
十
二
月
六
日
（
日
） 

 

○
共
催
展 

遺
跡
発
掘
成
果
展
「
東
九
州
自
動
車
道
一
一

八
遺
跡 

川
南
編
」 

二
月
十
七
日
（
水
）
～
三
月
七
日
（
日
） 

 

「
特
別
講
座
」 

 

二
月
二
八
日
（
日
） 

 
 
 

共
催 

宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

※
会
場
は
い
ず
れ
も
県
立
図
書
館
二
階
特
別
展

示
室
、
観
覧
無
料
、
開
室
時
間
は
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。（
月
曜
休
館
日
） 

 

【
文
化
講
座
】 

第
一
回
「
岩
切
章
太
郎
の
観
光
開
発
再
考 

 

―

ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
視
座
か
ら―

」 

講
師
：
渡
辺 

一
弘 
氏
（
元
昭
和
館
学
芸

部
長
、
宮
崎
民
俗
学
会
会
員
） 

 

九
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
一
時
半
～
三
時
半 

 

第
二
回
「
三
八
年
間
の
枇
榔
島
調
査
で
得
ら
れ

た
事―

主
に
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
を
中
心
に

―

」 

 

講
師
：
中
村 

豊 

氏
（
宮
崎
野
生
動
物
研

究
会
副
理
事
長
） 

 

一
〇
月
二
四
日
（
土
）
午
後
一
時
半
～
三
時
半 

 

第
三
回
「
宮
崎
の
神
楽―

神
楽
文
化
の
心
に
ふ

れ
て―

」 

 

講
師
：
那
賀 

教
史 

氏
（
宮
崎
民
俗
学
会

会
長
） 

 

一
一
月
二
一
日
（
土
）
午
後
一
時
半
～
三
時
半 

※
会
場
は
、
い
ず
れ
も
県
立
図
書
館
二
階
研
修

ホ
ー
ル 

講
座
の
申
込
み
は
不
要
で
、先
着
一
〇
〇
名
。 

受
講
料
は
無
料
。 

 

【
古
文
書
講
座
】 

「
古
文
書
に
親
し
む
」
第
一
回
～
第
四
回 

六
月
六
日
（
土
）、
七
月
四
日
（
土
）、
八
月
一

日
（
土
）、
九
月
五
日
（
土
）
の
い
ず
れ
も
第
一

土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。 

 

講
師
は
各
回
と
も
若
山 

浩
章
氏
（
宮
崎
県

地
域
史
研
究
会
会
長
）
で
、
佐
土
原
藩
嶋
津

家
日
記
等
の
古
文
書
を
読
み
解
き
ま
す
。 

※
会
場
は
、
県
立
図
書
館
二
階
研
修
ホ
ー
ル
。

時
間
は
、
午
後
一
時
半
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。 

受
講
者
数
は
先
着
三
〇
名
ま
で
。 

い
ず
れ
も
受
講
料
は
無
料
。 

詳
細
は
、
県
立
図
書
館
郷
土
情
報
担
当 

 

（
〇
九
八
五‐

二
九‐

二
九
五
四
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

岡富中学校前の「からみ煉瓦
れ ん が

」 

様子 

)  

) 

 


